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議

 

事

 

日

 

程

（

第

 

五

 

号

）

 

令

和

元

年

六

月

二

十

五

日

 

午

前

十

時

開

議

 

第

一

 

同

第

一

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

 

同

第

二

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

 

同

第

三

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

 

同

第

四

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

 

同

第

五

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

 

同

第

六

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

 

同

第

七

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

 

第

二

 

同

第

八

号

 

五

條

市

教

育

委

員

会

委

員

の

任

命

に

つ

い

て

 

追

加

日

程

第

一

 

特

別

委

員

会

設

置

及

び

付

託

に

関

す

る

動

議
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一

番

 
 

 

伊

 
 

 

谷

 
 

 

賢

 
 

 

司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二

番

 
 

 

養

 
 

 

田

 
 

 

全

 
 

 

康

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三

番

 
 

 

平

 
 

 

岡

 
 

 

清

 
 

 

司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四

番

 
 

 

牧

 
 

 

野

 
 

 

雅

 
 

 

一

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五

番

 
 

 

吉

 
 

 

田

 
 

 
 

 
 

 

正

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六

番

 
 

 

窪

 
 

 
 

 
 

 

佳

 
 

 

秀

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七

番

 
 

 

岩

 
 

 

本

 
 

 
 

 
 

 

孝

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八

番

 
 

 

福

 
 

 

塚

 
 

 
 

 
 

 

実

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九

番

 
 

 

山

 
 

 

口

 
 

 

耕

 
 

 

司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十

番

 
 

 

吉

 
 

 

田

 
 

 

雅

 
 

 

範

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十

一

番

 
 

 

藤

 
 

 

冨

 
 

 

美

 

恵

 

子
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吉
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史

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

技

監
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政

策

企

画

監

 
 

 
 

 
 

 
 

細
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敬

 
 

 

太
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和

 
 

 

田

 
 

 

剛

 
 

 

明

 

危

機

管

理
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辻

 
 

 

田

 
 

 

祥

 
 

 

友

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す

こ

や

か

市

民

部

長

 
 

 
 

 

中

 
 

 

本

 
 

 

賢

 
 

 

二

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ

ん

し

ん

福

祉

部

長

 
 

 
 

 

平

 
 

 

田

 
 

 

耕

 
 

 

一

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

産

業

環

境
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長
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整
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石
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育
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長
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井

 
 

 

和
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野
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俊
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大

塔

支

所

長

 
 

 
 

 
 

 
 

谷

 
 

 

口

 
 

 

晶

 
 

 

紀

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会

計

管

理

者

 
 

 
 

 
 

 
 

小

 
 

 

森

 
 

 

比

 

登

 

美

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水

道

局

長

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東

 
 

 
 

 
 

 

純

 
 

 

司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

秘

書

課

長

 
 

 
 

 
 

 
 

 

菊

 
 

 

井

 
 

 

順

 
 

 

作

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

企

画

政

策

課

長

 
 

 
 

 
 

 

西

 
 

 

峯

 
 

 

久

 
 

 

美

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

財

政

課

長

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西

 
 

 

本

 
 

 

久

 
 

 

雄

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

土

地

開

発

公

社

事

務

局

長

 
 

 

松

 
 

 

本

 
 

 

成

 
 

 

人

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

事

務

局

職

員

出

席

者

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事

務

局

長

 
 

 
 

 
 

 
 

 

井

 
 

 

筒

 
 

 

昭

 
 

 

則

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

事

務
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次

長

 
 

 
 

 
 

 
 

馬

 
 

 

塲
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事

務

局

係

長

 
 

 
 

 
 

 
 

車

 
 

 

谷

 
 

 

憲
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事

務

局

主
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佳

 

名
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速
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午

前

十

時

零

分

開

会

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

た

だ

い

ま

か

ら

、

昨

日

の

延

会

前

に

引

き

続

き

本

会

議

を

再

開

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

た

だ

い

ま

の

出

席

議

員

数

は

定

足

数

に

達

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

会

議

が

成

立

い

た

し

ま

す

。

 

 

暫

時

休

憩

し

ま

す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午

前

十

時

一

分

休

憩

に

入

る

 

  
 

 
 

 
 

 
 

午

前

十

一

時

十

八

分

再

開

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

休

憩

前

に

引

き

続

き

会

議

を

再

開

い

た

し

ま

す

。

 

た

だ

い

ま

の

出

席

議

員

数

は

定

足

数

に

達

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

会

議

が

成

立

い

た

し

ま

す

。

 
 

本

日

の

日

程

に

つ

き

ま

し

て

は

、

お

手

元

に

配

布

済

み

の

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

 

配

布

漏

れ

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

─

─

。

 

こ

れ

よ

り

日

程

に

入

り

ま

す

。

（

「

七

番

」

の

声

あ

り

）

七

番

岩

本

 

孝

議

員

。

 

○

七

番

（

岩

本

 

孝

）

動

議

を

提

出

し

ま

す

。

 

 
 

上

野

公

園

総

合

体

育

館

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

備

品

購

入

と

柔

道

畳

敷

き

込

み

料

の

調

査

を

す

る

た

め

動

議

を

提

出

し

ま

す

。

（

「

賛

成

し

ま

す

。

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

賛

成

者

が

お

ら

れ

ま

す

の

で

、

動

議

が

成

立

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

岩

本

議

員

、

動

議

の

内

容

。

 

○

七

番

（

岩

本

 

孝

）

は

い

、

こ

れ

か

ら

朗

読

し

て

説

明

い

た

し

ま

す

。

 

今

定

例

会

に

お

い

て

、

三

回

の

議

員

全

員

協

議

会

、

ま

た

先

の

三

月

定

例

会

に

お

け

る

予

算

審

査

特

別

委

員

会

で

明

ら

か

に

な

っ

た

よ

う

に

、

五

條

市

公

園

緑

地

課

の

総

合

体

育

館

の

事

務

に

は

、

非

常

に

心

配

な

不

明

確

な

点

が

幾

つ

も

あ

り

ま

す

。

 

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

、

三

月

定

例

会

で

の

議

会

運

営

委

員

会

で

地

方

自

治

法

第

九

十

八

条

第

一

項

議

会

の

検

査

権

を

付

け

る

こ

と

に

つ

い

て

審

議

が

行

わ

れ

ま

し

た

が

、

意

見

少

数

と

な

り

、

議

会

側

か

ら

理

事

者

に

対

し

第

三

者

機

関

で

調

査

究

明

を

行

う

よ

う

求

め

、

併

せ

て

議

会

と

し

て

も

今

後

徹

底

し

た

調

査

を

行

う

と

決

議

い
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た

し

ま

し

た

。

 
今

定

例

会

中

も

三

回

の

議

員

全

員

協

議

会

が

開

催

さ

れ

、

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

購

入

備

品

の

入

札

や

随

意

契

約

資

料

が

訂

正

も

あ

っ

た

の

で

、

議

会

に

二

度

に

わ

た

り

配

布

さ

れ

ま

し

た

。

 

平

成

二

十

八

年

度

か

ら

平

成

三

十

年

度

の

間

に

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

備

品

購

入

の

入

札

が

二

十

七

回

行

わ

れ

た

合

計

金

額

は

、

一

億

二

千

七

百

五

十

一

万

一

千

二

百

九

十

五

円

に

な

り

ま

す

。

そ

の

中

で

同

一

業

者

が

六

回

に

わ

た

り

落

札

を

し

、

そ

の

合

計

金

額

が

二

千

六

百

十

八

万

一

千

八

百

円

で

、

全

体

金

額

の

二

〇

・

五

一

パ

ー

セ

ン

ト

と

な

り

、

受

注

率

上

位

四

社

は

入

札

二

十

七

回

中

、

十

六

回

の

落

札

で

合

計

金

額

九

千

三

百

五

十

五

万

六

千

六

百

七

十

円

と

な

っ

て

い

ま

す

。

 

何

と

こ

の

三

箇

年

の

入

札

金

額

の

七

三

・

二

九

パ

ー

セ

ン

ト

も

占

め

て

お

り

ま

す

。

落

札

率

も

こ

の

四

業

者

は

二

百

万

円

以

上

の

物

件

で

は

、

九

四

・

六

三

パ

ー

セ

ン

ト

か

ら

九

八

・

六

七

パ

ー

セ

ン

ト

と

高

落

札

率

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。

 

ま

た

平

成

二

十

九

年

度

の

入

札

回

数

は

全

件

七

回

で

、

そ

の

う

ち

六

回

が

同

一

業

者

を

指

名

し

、

そ

の

参

加

し

て

い

る

業

者

は

先

ほ

ど

の

受

注

率

上

位

四

者

と

あ

と

一

社

の

五

者

で

行

わ

れ

、

同

一

の

一

者

が

い

つ

も

辞

退

を

し

て

い

ま

す

。

要

す

る

に

四

業

者

間

で

六

回

の

入

札

が

、

あ

と

一

回

の

入

札

は

Ｓ

社

ほ

か

二

者

が

加

わ

り

棄

権

や

辞

退

を

す

る

中

で

同

じ

四

業

者

で

入

札

が

執

行

さ

れ

た

と

い

う

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

ま

た

不

思

議

な

こ

と

に

、

Ｓ

社

は

八

回

も

入

札

指

名

業

者

で

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

棄

権

や

辞

退

を

繰

り

返

し

て

お

り

ま

す

。

ま

す

ま

す

疑

惑

が

深

ま

る

ば

か

り

で

す

。

 

次

に

、

公

園

緑

地

課

に

よ

る

総

合

体

育

館

の

契

約

や

物

品

購

入

の

事

務

の

う

ち

随

意

契

約

で

Ｓ

社

に

登

録

が

な

い

と

き

に

請

負

を

さ

せ

た

り

、

昨

年

、

県

二

百

五

十

万

円

と

市

二

百

五

十

万

円

の

費

用

の

大

部

分

を

負

担

し

て

い

る

柔

道

大

会

で

、

Ｓ

社

よ

り

県

の

事

務

局

と

五

條

市

公

園

緑

地

課

に

ど

ち

ら

も

同

じ

名

目

で

柔

道

畳

敷

き

込

み

業

務

委

託

料

の

支

払

請

求

が

行

わ

れ

、

Ｓ

社

に

県

事

務

局

と

五

條

市

公

園

緑

地

課

よ

り

二

重

払

い

を

し

て

い

た

こ

と

が

昨

日

の

議

員

全

員

協

議

会

で

明

ら

か

に

な

り

ま

し

た

。

 

ま

た

そ

の

大

会

の

た

め

に

リ

ー

ス

し

た

と

説

明

を

受

け

た

六

十

四

枚

の

柔

道

畳

で

す

が

、

こ

の

大

会

終

了

後

、

構

造

上

、

指

定

可

燃

物

は

倉

庫

に

も

置

く

こ

と

が

で

き

な

い

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

倉

庫

に

市

が

一

枚

四

万

五

百

円

（

税

抜

き

）

で

購

入

し

た

五

百

六

十

枚

の

畳

と

と

も

に

、

そ

の

六

十

四

枚

を

混

入

さ

せ

、

そ

の

後

移

動

の

指

示

が

あ

り

五

百

六

十

枚

の

畳

と

は

別

に

市

の

施

設

で

あ

る

五

條

東

中

学

校

柔

道

場

に

六

十

四

枚

の

柔

道

畳

が

約

九

箇

月

間

も

保

管

さ

れ

た

ま

ま

に

な

っ

て

い

て

、

こ

れ

は

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

ス

ー

パ

ー

カ

ッ

プ

で

す

ね

、

そ

こ

で

は

リ

ー

ス

契

約

が

な

い

と

い

う

こ

と

が

発

覚

し

ま

し

た

。

 

こ

の

柔

道

畳

は

Ｓ

社

に

よ

り

製

造

元

の

日

本

被

服

工

業

株

式

会

社

所

有

の

倉

庫

に

六

月

十

七

日

に

移

さ

れ

た

と

説

明

を

受

け

て

い

ま

す

。
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こ

れ

ら

に

つ

い

て

は

理

事

者

側

か

ら

地

方

自

治

法

の

監

査

の

要

求

と

い

う

こ

と

で

監

査

委

員

が

監

査

を

実

施

し

て

く

れ

て

い

る

最

中

で

す

が

、

議

会

は

地

方

公

共

団

体

の

意

思

を

決

定

す

る

機

能

及

び

執

行

機

関

を

監

視

す

る

機

能

を

担

う

も

の

と

し

て

、

同

じ

く

住

民

か

ら

直

接

選

挙

さ

れ

た

長

と

相

互

に

牽

制

し

合

う

こ

と

に

よ

り

、

地

方

自

治

の

適

正

な

運

営

を

期

す

る

こ

と

と

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

 

議

会

の

権

限

を

使

っ

て

独

自

で

検

査

を

し

、

そ

の

内

容

を

市

民

に

伝

え

な

け

れ

ば

、

議

会

及

び

議

員

の

責

任

は

果

た

し

た

と

は

言

え

な

い

現

状

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

よ

っ

て

議

長

に

は

、

今

定

例

会

に

お

い

て

地

方

自

治

法

第

九

十

八

条

第

一

項

の

議

会

の

検

査

の

実

施

を

決

定

し

て

い

た

だ

く

こ

と

、

ま

た

こ

の

検

査

を

実

施

す

る

に

当

た

っ

て

は

、

真

に

真

相

究

明

を

求

め

る

議

員

に

よ

っ

て

特

別

委

員

会

を

作

っ

て

検

査

す

る

こ

と

が

大

事

で

あ

る

と

考

え

る

こ

と

か

ら

、

議

長

に

お

い

て

し

か

る

べ

き

措

置

を

取

っ

て

い

た

だ

け

る

よ

う

強

く

求

め

る

も

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

先

ほ

ど

七

番

岩

本

議

員

か

ら

提

出

さ

れ

た

特

別

委

員

会

設

置

及

び

付

託

に

関

す

る

動

議

を

日

程

に

追

加

し

、

直

ち

に

議

題

と

す

る

こ

と

に

つ

い

て

採

決

を

い

た

し

ま

す

。

 

な

お

こ

の

採

決

は

起

立

に

よ

り

行

い

ま

す

。

 

本

動

議

を

日

程

に

追

加

し

、

直

ち

に

議

題

と

す

る

こ

と

に

賛

成

の

方

の

起

立

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

賛

成

者

起

立

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

起

立

全

員

で

あ

り

ま

す

。

 

よ

っ

て

こ

の

動

議

を

日

程

に

追

加

し

、

議

題

と

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

意

見

調

整

の

た

め

暫

時

休

憩

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

午

前

十

一

時

二

十

八

分

休

憩

に

入

る

 

  
 

 
 

 
 

 
 

午

後

一

時

二

十

七

分

再

開

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

休

憩

前

に

引

き

続

き

会

議

を

再

開

い

た

し

ま

す

。

 

た

だ

い

ま

の

出

席

議

員

数

は

定

足

数

に

達

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

会

議

が

成

立

い

た

し

ま

す

。
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先

ほ

ど

動

議

を

日

程

に

追

加

し

、

議

題

と

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

追

加

日

程

第

一

、

特

別

委

員

会

設

置

及

び

付

託

に

関

す

る

動

議

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 
提

出

者

の

趣

旨

説

明

を

求

め

ま

す

。

（

「

七

番

」

の

声

あ

り

）

七

番

岩

本

 

孝

議

員

。

 

〔

七

番

 

岩

本

 

孝

登

壇

〕

 

○

七

番

（

岩

本

 
孝

）

議

長

か

ら

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

案

を

朗

読

し

て

趣

旨

説

明

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

公

園

緑

地

課

に

お

け

る

入

札

と

随

意

契

約

に

お

け

る

地

方

自

治

法

第

九

十

八

条

第

一

項

に

つ

い

て

調

査

権

を

付

け

る

こ

と

に

つ

い

て

。

 

今

定

例

会

に

お

い

て

、

三

回

の

議

員

全

員

協

議

会

、

ま

た

先

の

三

月

議

会

に

お

け

る

予

算

審

査

特

別

委

員

会

で

明

ら

か

に

な

っ

た

よ

う

に

、

五

條

市

公

園

緑

地

課

の

総

合

体

育

館

の

事

務

に

は

、

非

常

に

心

配

な

不

明

確

な

点

が

幾

つ

も

あ

り

ま

す

。

 

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

、

三

月

定

例

会

で

の

議

会

運

営

委

員

会

で

地

方

自

治

法

第

九

十

八

条

第

一

項

議

会

の

検

査

権

を

付

け

る

こ

と

に

つ

い

て

審

議

が

行

わ

れ

ま

し

た

が

、

少

数

意

見

と

な

り

、

議

会

側

か

ら

理

事

者

に

対

し

第

三

者

機

関

で

調

査

究

明

を

行

う

よ

う

求

め

、

併

せ

て

議

会

と

し

て

も

今

後

徹

底

し

た

調

査

を

行

う

と

決

議

し

ま

し

た

。

 

今

定

例

会

中

も

三

回

の

議

員

全

員

協

議

会

が

開

催

さ

れ

、

平

成

二

十

八

年

度

か

ら

平

成

三

十

年

度

に

お

け

る

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

購

入

備

品

の

入

札

や

随

意

契

約

資

料

が

訂

正

も

あ

っ

て

三

月

定

例

会

と

今

定

例

会

の

二

度

に

わ

た

り

議

員

に

配

布

さ

れ

ま

し

た

。

 

そ

の

資

料

で

は

、

平

成

二

十

八

年

度

か

ら

平

成

三

十

年

度

の

間

に

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

備

品

購

入

、

入

札

が

二

十

七

回

行

わ

れ

合

計

金

額

は

一

億

二

千

七

百

五

十

一

万

一

千

二

百

九

十

五

円

に

及

び

ま

す

。

そ

の

中

で

同

一

業

者

が

六

回

に

わ

た

り

落

札

を

し

、

そ

の

合

計

金

額

が

二

千

六

百

十

八

万

一

千

八

百

円

で

、

全

体

金

額

の

二

〇

・

五

一

パ

ー

セ

ン

ト

と

な

り

、

受

注

率

上

位

四

者

は

入

札

二

十

七

回

中

、

十

六

回

の

落

札

で

合

計

金

額

九

千

三

百

五

十

五

万

六

千

六

百

七

十

円

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

 

何

と

こ

の

三

箇

年

の

入

札

金

額

の

七

三

・

二

九

パ

ー

セ

ン

ト

も

占

め

て

い

ま

す

。

落

札

率

も

こ

の

四

業

者

で

、

二

百

万

円

以

上

の

物

件

で

は

、

九

四

・

六

三

パ

ー

セ

ン

ト

か

ら

九

八

・

六

七

パ

ー

セ

ン

ト

と

高

落

札

率

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。

 

ま

た

平

成

二

十

九

年

度

の

入

札

回

数

は

全

件

七

回

で

、

そ

の

う

ち

六

回

が

同

一

業

者

を

指

名

し

、

そ

の

参

加

し

て

い

る

業

者

は

先

ほ

ど

の

受

注

率

上

位

四

者

と

あ

と

一

社

の

五

者

で

行

わ

れ

、

同

一

の

一

者

が

い

つ

も

辞

退

を

し

て

お

り

ま

す

。

要

す

る

に

四

業

者

間

で

六

回

の

入

札

が

、

あ

と

一

回

の

入

札

は

Ｓ

社

ほ

か

二

者

が

加

わ

り

棄

権

や

辞

退

を

す

る

中

で

同

じ

四

業

者

で

入

札

が

執

行

さ

れ

た

と

い

う

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

。
 

ま

た

不

思

議

な

こ

と

に

、

Ｓ

社

は

八

回

も

入

札

指

名

業

者

で

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

棄

権

や

辞

退

を

繰

り

返

し

て

い

ま

す

。

ま

す

ま

す

疑

惑

が

深

ま

る

ば

か

り

で

ご

ざ

い

ま

す

。
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次

に

、

公

園

緑

地

課

に

よ

る

総

合

体

育

館

の

契

約

や

物

品

購

入

の

事

務

の

う

ち

随

意

契

約

で

Ｓ

社

に

登

録

が

な

い

と

き

に

請

負

を

さ

せ

た

り

、

昨

年

、

県

二

百

五

十

万

円

と

市

二

百

五

十

万

円

の

費

用

の

大

部

分

を

負

担

し

て

い

る

柔

道

大

会

で

、

Ｓ

社

よ

り

県

の

事

務

局

と

五

條

市

公

園

緑

地

課

ど

ち

ら

に

も

同

じ

名

目

で

の

柔

道

試

合

敷

き

込

み

業

務

委

託

料

の

支

払

請

求

が

行

わ

れ

、

Ｓ

社

に

県

事

務

局

と

五

條

市

公

園

緑

地

課

よ

り

二

重

払

い

を

し

て

い

た

こ

と

が

昨

日

の

議

員

全

員

協

議

会

で

明

ら

か

に

な

り

ま

し

た

。
 

ま

た

そ

の

大

会

の

た

め

に

リ

ー

ス

し

た

と

説

明

を

受

け

た

六

十

四

枚

の

柔

道

畳

で

す

が

、

こ

の

大

会

終

了

後

、

構

造

上

、

指

定

可

燃

物

は

倉

庫

に

も

置

く

こ

と

が

で

き

な

い

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

倉

庫

に

市

が

一

枚

四

万

五

百

円

（

税

抜

き

）

で

購

入

し

た

五

百

六

十

枚

の

畳

と

と

も

に

、

そ

の

六

十

四

枚

を

混

入

さ

せ

、

そ

の

後

移

動

の

指

示

が

あ

り

五

百

六

十

枚

の

畳

と

は

別

に

市

の

施

設

で

あ

る

五

條

東

中

学

校

柔

道

場

に

六

十

四

枚

の

柔

道

畳

が

約

九

箇

月

間

も

保

管

さ

れ

た

ま

ま

に

な

っ

て

い

て

、

本

大

会

で

の

リ

ー

ス

契

約

が

な

い

と

い

う

事

案

が

発

覚

し

ま

し

た

。

 

な

お

、

こ

の

柔

道

畳

は

Ｓ

社

に

よ

り

製

造

元

の

日

本

被

服

工

業

株

式

会

社

所

有

の

倉

庫

に

六

月

十

七

日

に

移

さ

れ

た

と

説

明

を

受

け

て

い

ま

す

。

 
 

こ

れ

ら

に

つ

い

て

は

理

事

者

側

か

ら

地

方

自

治

法

の

監

査

の

要

求

と

い

う

こ

と

で

監

査

委

員

が

監

査

を

実

施

し

て

く

れ

て

い

る

最

中

で

す

が

、

議

会

と

い

た

し

ま

し

て

も

、

地

方

公

共

団

体

の

意

思

を

決

定

す

る

機

能

及

び

執

行

機

関

を

監

視

す

る

機

能

を

担

う

も

の

と

し

て

、

同

じ

く

住

民

か

ら

直

接

選

挙

さ

れ

た

長

と

相

互

に

牽

制

し

合

う

こ

と

に

よ

り

、

地

方

自

治

の

適

正

な

運

営

を

期

す

る

こ

と

と

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

 

議

会

の

権

限

を

使

っ

て

独

自

で

検

査

を

し

、

そ

の

内

容

を

市

民

に

伝

え

な

け

れ

ば

、

議

会

及

び

議

員

の

責

任

を

果

た

し

た

と

は

言

え

な

い

と

思

い

ま

す

。

 

よ

っ

て

議

長

に

は

、

今

定

例

会

に

お

い

て

地

方

自

治

法

第

九

十

八

条

第

一

項

、

議

会

の

検

査

の

実

施

を

決

定

し

て

い

た

だ

く

こ

と

、

ま

た

こ

の

検

査

を

実

施

す

る

に

当

た

っ

て

は

、

真

に

真

相

究

明

を

求

め

る

議

員

に

よ

っ

て

特

別

委

員

会

を

作

っ

て

検

査

す

る

こ

と

が

大

事

で

あ

る

と

考

え

る

こ

と

か

ら

、

議

長

に

お

い

て

し

か

る

べ

き

措

置

を

取

っ

て

い

た

だ

け

る

よ

う

強

く

求

め

ま

す

。

 

議

員

各

位

に

は

ど

う

か

御

賛

同

賜

り

ま

す

よ

う

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

提

案

の

趣

旨

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 

こ

れ

よ

り

質

疑

に

入

り

ま

す

。

─

─

。

 

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

件

に

つ

き

ま

し

て

は

委

員

会

付

託

を

省

略

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。
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〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

件

は

委

員

会

付

託

を

省

略

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

こ

れ

よ

り

討

論

に

入

り

ま

す

。

討

論

の

通

告

が

あ

り

ま

す

の

で

、

六

番

窪

 

佳

秀

議

員

の

発

言

を

許

し

ま

す

。

六

番

窪

 

佳

秀

議

員

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

六

番

 

窪

 

佳

秀

登

壇

〕

 

○

六

番

（

窪

 

佳

秀

）

た

だ

い

ま

議

長

か

ら

お

許

し

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

今

回

提

出

さ

れ

ま

し

た

動

議

に

つ

い

て

現

時

点

で

の

反

対

の

立

場

と

し

て

意

見

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

今

回

の

動

議

に

対

し

て

は

、

昨

日

の

全

員

協

議

会

も

含

め

、

三

回

の

協

議

会

の

中

で

確

か

に

不

自

然

で

あ

り

、

疑

問

な

と

こ

ろ

も

あ

り

、

今

回

の

動

議

に

つ

い

て

は

も

っ

と

も

で

あ

る

と

思

い

ま

す

が

、

そ

の

中

に

お

い

て

、

答

弁

の

中

で

監

査

中

で

あ

る

と

か

、

そ

し

て

ま

た

監

査

に

報

告

を

行

っ

て

い

な

い

等

の

答

弁

で

報

告

が

で

き

な

い

、

そ

う

い

う

よ

う

な

形

の

答

弁

が

あ

っ

た

わ

け

で

ご

ざ

い

ま

す

。

そ

の

結

果

、

そ

の

こ

と

か

ら

監

査

の

結

果

を

待

っ

て

か

ら

の

対

応

で

良

い

と

思

い

ま

す

。

 

今

回

の

動

議

で

あ

る

地

方

自

治

法

第

九

十

八

条

第

一

項

の

検

査

権

に

つ

い

て

は

、

対

象

は

地

方

公

共

団

体

の

事

務

で

あ

る

、

そ

し

て

ま

た

方

法

と

し

て

は

書

類

及

び

計

算

書

の

検

閲

、

ま

た

は

長

や

そ

の

他

の

執

行

機

関

か

ら

の

報

告

を

求

め

る

こ

と

の

二

つ

で

あ

り

ま

す

。

検

査

の

方

法

に

は

実

地

検

査

は

含

ま

れ

ず

、

実

地

検

査

の

必

要

が

あ

る

と

き

に

は

監

査

委

員

に

対

し

て

監

査

を

求

め

そ

の

結

果

を

報

告

さ

れ

る

の

が

適

当

で

あ

る

と

理

解

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

 

ま

た

検

査

の

結

果

に

基

づ

き

、

議

会

が

ど

の

よ

う

な

対

処

を

す

る

の

か

、

こ

れ

は

全

く

議

会

側

の

任

意

で

あ

り

ま

し

て

、

議

会

は

長

、

そ

の

他

の

執

行

機

関

に

対

す

る

責

任

追

及

や

そ

し

て

ま

た

意

見

書

の

提

出

に

結

び

付

く

な

ど

の

取

扱

い

も

あ

り

ま

す

が

、

今

回

の

件

で

の

地

方

自

治

法

第

九

十

八

条

第

一

項

の

検

査

権

を

行

使

し

て

も

、

現

段

階

で

は

限

度

限

界

が

あ

る

と

感

じ

ま

す

。

 

今

後

の

監

査

の

結

果

等

に

よ

り

、

不

自

然

そ

し

て

不

穏

な

点

が

あ

れ

ば

、

一

つ

の

例

と

し

て

法

治

国

家

で

あ

る

日

本

で

す

か

ら

、

司

法

の

場

に

委

ね

る

の

が

適

当

で

あ

る

と

考

え

ま

す

。

し

た

が

っ

て

、

今

回

の

こ

の

時

期

で

の

動

議

に

つ

い

て

は

反

対

を

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

議

員

各

位

に

は

御

賛

同

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

次

に

大

谷

龍

雄

議

員

の

発

言

を

許

し

ま

す

。

（

「

十

二

番

」

の

声

あ

り

）

十

二

番

大

谷

龍

雄

議

員

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

十

二

番

 

大

谷

龍

雄

登

壇

〕

 

○

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

そ

れ

で

は

議

長

の

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

動

議

の

趣

旨

説

明

に

対

す

る

賛

成

討

論

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

趣

旨

説

明

に

も

あ

り

ま

し

た

よ

う

に

、

こ

の

問

題

に

つ

き

ま

し

て

は

こ

の

間

、

議

員

全

員

協

議

会

が

三

回

開

催

さ

れ

ま

し

て

、

議

員

が

請

求

し

た

資

料

請

求

に

基

づ
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き

ま

し

て

調

査

を

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。

そ

の

中

で

は

か

な

り

大

き

な

問

題

と

疑

問

が

発

覚

し

た

わ

け

で

あ

り

ま

す

。

 
そ

の

う

ち

の

一

番

大

き

な

問

題

を

、

議

員

の

皆

さ

ん

方

は

も

う

全

員

御

存

じ

で

ご

ざ

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

明

ら

か

に

さ

せ

て

い

た

だ

き

た

い

と

い

う

ふ

う

に

思

い

ま

す

。

 

ま

ず

そ

の

一

つ

は

、

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

が

で

き

て

か

ら

、

平

成

二

十

九

年

か

ら

何

回

か

柔

道

の

大

会

を

や

ら

れ

て

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

平

成

三

十

年

の

六

月

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

第

一

回

シ

ダ

ー

ス

ー

パ

ー

カ

ッ

プ

の

柔

道

の

大

会

が

行

わ

れ

て

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

の

大

会

の

実

行

委

員

会

は

シ

ダ

ー

ス

ー

パ

ー

カ

ッ

プ

柔

道

大

会

実

行

委

員

会

と

い

た

し

ま

し

て

、

委

員

長

は

太

田

市

長

で

あ

り

ま

す

。

こ

の

大

会

に

対

し

ま

し

て

、

五

條

市

か

ら

二

百

五

十

万

円

、

県

か

ら

二

百

五

十

万

円

、

計

五

百

万

円

の

補

助

金

を

拠

出

し

て

い

る

わ

け

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

そ

の

中

で

、

こ

の

大

会

開

催

に

当

た

り

ま

し

て

、

柔

道

の

畳

を

敷

込

み

し

て

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

そ

の

枚

数

は

従

来

五

條

市

が

保

有

し

て

お

り

ま

す

五

百

六

十

枚

と

そ

し

て

不

足

分

六

十

四

枚

を

敷

き

込

み

し

て

い

る

わ

け

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

の

敷

込

み

に

対

し

ま

し

て

、

五

條

市

内

で

ス

ポ

ー

ツ

用

品

を

扱

う

Ｓ

社

か

ら

そ

れ

ぞ

れ

五

條

市

の

公

園

緑

地

課

に

も

大

会

実

行

委

員

会

に

も

請

求

書

が

上

げ

ら

れ

て

お

り

ま

す

。

 

ま

ず

五

條

市

側

を

明

ら

か

に

し

ま

す

と

、

去

年

の

九

月

二

十

五

日

付

け

で

、

五

條

市

内

の

ス

ポ

ー

ツ

用

品

を

扱

う

Ｓ

社

か

ら

都

市

整

備

部

公

園

緑

地

課

に

対

し

ま

し

て

柔

道

試

合

場

敷

込

み

業

務

委

託

料

、

六

試

合

分

と

し

て

三

十

万

円

、

消

費

税

込

み

で

三

十

二

万

四

千

円

の

請

求

を

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

こ

れ

に

対

し

ま

し

て

議

員

全

員

協

議

会

の

答

弁

で

は

、

払

っ

た

と

い

う

ふ

う

に

答

弁

さ

れ

て

い

ま

す

か

ら

、

こ

れ

は

払

っ

た

の

は

間

違

い

な

い

と

思

い

ま

す

ね

。

一

方

、

柔

道

大

会

実

行

委

員

会

に

対

し

て

同

じ

く

五

條

市

内

で

営

業

す

る

ス

ポ

ー

ツ

用

品

を

使

う

Ｓ

社

か

ら

請

求

書

が

上

が

っ

て

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

れ

は

九

月

十

八

日

で

あ

り

ま

す

ね

、

こ

の

請

求

書

の

内

容

は

柔

道

試

合

場

敷

込

み

業

務

委

託

料

と

し

て

八

試

合

分

と

し

て

三

十

五

万

円

、

消

費

税

込

み

三

十

五

万

円

の

請

求

書

を

上

げ

ら

れ

て

お

り

ま

す

。

し

か

し

こ

の

大

会

実

行

委

員

会

の

決

算

書

を

見

ま

す

と

三

十

五

万

円

が

払

わ

れ

て

い

る

と

い

う

こ

と

に

な

っ

て

い

る

わ

け

で

あ

り

ま

す

。

 

こ

れ

は

同

じ

柔

道

畳

の

敷

込

み

に

当

た

っ

て

そ

の

敷

込

み

料

を

、

い

わ

ゆ

る

五

條

市

に

も

請

求

し

柔

道

大

会

実

行

委

員

会

に

も

請

求

し

て

そ

れ

を

受

け

取

っ

た

と

い

う

こ

と

が

明

ら

か

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

す

。

こ

れ

は

や

は

り

二

重

の

請

求

、

そ

れ

に

対

す

る

二

重

の

支

払

に

な

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

大

き

な

問

題

だ

と

思

い

ま

す

。

 

も

う

一

つ

の

問

題

は

、

こ

の

第

一

回

の

シ

ダ

ー

ス

ー

パ

ー

カ

ッ

プ

の

と

き

に

リ

ー

ス

し

た

六

十

四

枚

の

畳

、

こ

れ

が

現

時

点

で

は

リ

ー

ス

の

相

手

の

会

社

は

分

か

っ

て

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

誰

が

リ

ー

ス

を

担

当

し

て

こ

の

リ

ー

ス

代

を

ど

ち

ら

が

払

っ

て

い

る

の

か

と

い

う

こ

と

が

分

か

ら

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

 

そ

の

ほ

か

い

ろ

い

ろ

問

題

点

が

明

ら

か

に

な

り

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

こ

の

問

題

点

調

査

に

対

し

ま

し

て

、

理

事

者

の

皆

さ

ん

方

は

監

査

委

員

に

調

査

を

依

頼

し

た

と
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い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

れ

は

こ

れ

と

し

て

素

晴

ら

し

い

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

。

監

査

委

員

の

皆

さ

ん

方

の

全

力

で

や

は

り

こ

の

調

査

を

し

て

い

た

だ

く

こ

と

が

大

事

だ

と

思

い

ま

す

。

し

か

し

、

こ

の

今

明

ら

か

に

し

ま

し

た

こ

の

問

題

の

大

き

さ

か

ら

言

い

ま

す

と

、

い

わ

ゆ

る

監

査

委

員

の

責

任

だ

け

に

し

て

お

く

の

で

は

な

し

に

、

私

た

ち

市

議

会

議

員

は

地

方

自

治

法

の

中

で

、

行

政

の

違

反

監

督

責

任

を

負

わ

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

具

体

的

に

言

い

ま

す

と

、

地

方

自

治

法

の

第

九

十

六

条

の

議

決

権

を

は

じ

め

と

し

て

第

九

十

七

条

、

第

九

十

八

条

の

調

査

権

、

そ

し

て

第

九

十

九

条

、

第

百

条

の

証

人

の

出

頭

や

尋

問

も

含

め

た

百

条

調

査

権

、

こ

う

い

う

権

限

を

い

た

だ

い

て

責

任

を

果

た

す

よ

う

に

法

律

で

は

責

任

付

け

ら

れ

て

い

る

わ

け

で

す

ね

。

 

し

た

が

い

ま

し

て

、

理

事

者

の

皆

さ

ん

方

は

監

査

委

員

に

も

お

願

い

し

て

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

の

問

題

の

大

き

さ

か

ら

言

え

ば

同

時

に

市

議

会

議

員

の

責

任

上

、

地

方

自

治

法

で

認

め

ら

れ

て

い

ま

す

当

面

は

地

方

自

治

法

第

九

十

八

条

の

第

一

項

を

活

用

し

て

、

こ

の

調

査

に

当

た

っ

て

解

明

し

て

問

題

点

を

明

ら

か

に

し

て

、

そ

し

て

こ

の

問

題

点

の

原

因

を

明

ら

か

に

し

、

対

策

を

講

じ

る

と

と

も

に

こ

う

い

う

巧

妙

な

問

題

が

ほ

か

の

業

務

に

広

が

ら

な

い

よ

う

に

す

る

た

め

に

も

、

監

査

委

員

の

皆

さ

ん

方

の

努

力

と

と

も

に

我

々

市

議

会

議

員

が

今

こ

こ

で

、

こ

の

問

題

を

第

九

十

八

条

第

一

項

の

活

用

で

調

査

す

る

そ

の

責

任

が

あ

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

ふ

う

に

考

え

ま

す

。

 

地

方

自

治

法

第

九

十

八

条

第

一

項

の

条

文

を

明

ら

か

に

し

て

お

き

ま

す

。

「

普

通

地

方

公

共

団

体

の

議

会

は

、

当

該

普

通

地

方

公

共

団

体

の

事

務

に

関

す

る

書

類

及

び

計

算

書

を

検

閲

し

、

当

該

普

通

地

方

公

共

団

体

の

長

、

教

育

委

員

会

、

選

挙

管

理

委

員

会

、

人

事

委

員

会

も

し

く

は

公

平

委

員

会

、

公

安

委

員

会

、

労

働

委

員

会

、

農

業

委

員

会

又

は

監

査

委

員

そ

の

他

法

律

に

基

づ

く

委

員

会

又

は

委

員

の

報

告

を

請

求

し

て

、

当

該

事

務

の

管

理

、

議

決

の

執

行

及

び

出

納

を

検

査

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

」

と

い

う

事

務

の

検

査

と

同

時

に

報

告

も

請

求

で

き

る

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

 

し

た

が

い

ま

し

て

、

や

は

り

当

面

は

地

方

自

治

法

で

与

え

ら

れ

た

こ

の

第

九

十

八

条

第

一

項

を

活

用

し

て

、

我

々

市

議

会

議

員

の

責

任

を

果

た

し

て

い

く

こ

と

が

非

常

に

求

め

ら

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

考

え

ま

す

。

 

今

、

主

な

問

題

点

を

申

し

上

げ

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

こ

の

間

の

議

員

全

員

協

議

会

の

中

で

は

、

い

わ

ゆ

る

柔

道

畳

の

敷

込

み

の

業

務

に

当

た

っ

て

は

、

五

條

市

の

登

録

し

て

い

な

い

業

者

に

も

さ

せ

て

い

た

と

い

う

こ

と

も

明

ら

か

に

な

っ

て

お

り

ま

す

し

、

そ

の

他

い

ろ

い

ろ

疑

問

も

疑

惑

も

た

く

さ

ん

あ

り

ま

す

の

で

、

繰

り

返

し

ま

す

け

れ

ど

も

、

今

地

方

自

治

法

第

九

十

八

条

第

一

項

を

活

用

し

て

市

議

会

議

員

の

責

任

で

こ

の

問

題

の

検

査

を

す

る

こ

と

が

非

常

に

重

要

だ

と

考

え

ま

す

の

で

、

こ

の

動

議

の

趣

旨

説

明

に

賛

成

す

る

も

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

ど

う

か

市

議

会

議

員

の

皆

様

方

の

多

数

の

賛

同

を

お

願

い

い

た

し

ま

し

て

、

賛

成

討

論

と

い

た

し

ま

す

。

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。
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○

議

長

（

平

岡

清

司

）

次

に

、

吉

田

雅

範

議

員

の

発

言

を

許

し

ま

す

。

（

「

十

番

」

の

声

あ

り

）

吉

田

雅

範

議

員

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

十

番

 

吉

田

雅

範

登

壇

〕

 

○

十

番

（

吉

田

雅

範

）

議

長

か

ら

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

私

は

た

だ

い

ま

日

程

に

追

加

さ

れ

ま

し

た

特

別

委

員

会

の

設

置

及

び

付

託

に

つ

い

て

反

対

の

立

場

か

ら

討

論

を

申

し

上

げ

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

本

件

に

つ

き

ま

し

て

は

、

平

成

三

十

一

年

三

月

定

例

会

の

際

に

、

市

議

会

と

し

て

「

総

合

体

育

館

に

お

け

る

契

約

事

務

等

の

調

査

及

び

結

果

並

び

に

報

告

に

関

す

る

決

議

」

を

提

出

し

、

全

会

一

致

で

可

決

し

た

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

決

議

文

の

中

で

「

理

事

者

側

に

お

い

て

も

第

三

者

機

関

で

調

査

究

明

を

行

い

そ

の

結

果

に

つ

い

て

報

告

を

求

め

る

も

の

で

あ

る

」

と

し

て

お

り

ま

す

。

理

事

者

側

に

お

い

て

は

現

在

、

監

査

委

員

に

監

査

を

依

頼

し

て

い

る

と

い

う

こ

と

を

聞

き

及

ん

で

お

り

ま

す

。

現

在

、

監

査

委

員

は

監

査

の

最

中

で

あ

り

、

議

会

と

し

て

議

員

全

員

が

報

告

を

求

め

る

と

の

意

思

決

定

を

し

て

お

き

な

が

ら

監

査

の

結

果

を

待

た

ず

し

て

特

別

委

員

会

を

設

置

し

、

検

査

を

行

っ

て

い

く

こ

と

は

議

会

と

し

て

は

時

期

尚

早

で

あ

る

こ

と

、

ま

た

他

機

関

の

事

務

に

つ

い

て

尊

重

し

な

い

こ

と

に

な

り

か

ね

な

い

の

で

は

な

い

か

と

考

え

ま

す

。

 

以

上

の

こ

と

か

ら

、

私

は

本

案

に

つ

い

て

は

反

対

す

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

議

員

各

位

に

は

何

と

ぞ

よ

ろ

し

く

御

賛

同

賜

り

ま

す

よ

う

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

次

に

、

山

口

耕

司

議

員

の

発

言

を

許

し

ま

す

。

（

「

九

番

の

」

声

あ

り

）

九

番

山

口

耕

司

議

員

。

 

〔

九

番

 

山

口

耕

司

登

壇

〕

 

○

九

番

（

山

口

耕

司

）

議

長

よ

り

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

公

園

緑

地

課

の

入

札

及

び

随

意

契

約

に

つ

き

ま

し

て

第

九

十

八

条

の

一

項

の

調

査

権

を

付

け

る

こ

と

に

対

し

ま

し

て

の

動

議

に

賛

成

の

立

場

か

ら

討

論

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

ま

ず

三

月

議

会

で

の

予

算

審

査

特

別

委

員

会

の

総

括

質

問

に

お

き

ま

し

て

、

こ

の

柔

道

畳

で

あ

っ

た

り

、

そ

し

て

上

野

公

園

の

入

札

に

係

る

こ

と

に

対

し

て

不

信

感

を

抱

く

、

ま

た

調

査

し

て

い

く

上

に

お

い

て

い

ろ

ん

な

こ

と

が

解

明

で

き

な

い

よ

う

な

状

態

に

な

っ

て

お

る

と

い

う

の

が

発

覚

し

た

次

第

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

そ

う

し

た

中

に

お

い

て

、

三

月

議

会

に

お

き

ま

し

て

、

決

議

文

を

打

た

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

が

、

そ

の

決

議

文

と

申

し

ま

す

の

は

、

議

会

側

か

ら

理

事

者

側

に

対

し

ま

し

て

、

第

三

者

機

関

で

調

査

究

明

を

行

う

よ

う

努

め

て

く

だ

さ

い

。

そ

し

て

ま

た

併

せ

て

議

会

と

し

て

も

今

後

徹

底

し

た

調

査

を

行

う

と

決

議

を

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

そ

う

し

た

中

に

お

い

て

、

や

は

り

こ

う

い

っ

た

重

要

案

件

は

議

会

と

し

て

調

査

し

て

い

く

こ

と

が

大

変

大

事

で

あ

る

と

考

え

ま

す

。
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今

な

お

監

査

中

で

は

ご

ざ

い

ま

す

が

、

監

査

委

員

の

報

告

が

出

て

か

ら

で

は

私

た

ち

の

知

識

が

そ

こ

ま

で

及

ぶ

の

に

大

変

時

間

が

掛

か

り

ま

す

。

そ

う

し

た

中

で

、

今

検

査

権

を

付

け

て

こ

の

第

九

十

八

条

一

項

の

条

文

に

従

っ

て

調

査

を

し

て

い

く

こ

と

が

大

変

大

事

で

あ

る

と

考

え

ま

す

。

 

ま

た

三

月

の

総

括

質

問

の

中

で

明

ら

か

に

な

っ

た

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

先

ほ

ど

平

成

二

十

九

年

度

の

上

野

公

園

の

備

品

の

発

注

に

お

い

て

七

回

の

入

札

が

行

わ

れ

て

お

り

ま

し

て

、

そ

の

入

札

に

つ

い

て

五

つ

の

業

者

が

指

名

さ

れ

て

お

る

、

そ

の

中

で

四

業

者

が

常

に

同

一

落

札

業

者

で

あ

る

と

の

趣

旨

説

明

が

ご

ざ

い

ま

し

た

。

そ

の

説

明

に

加

え

ま

し

て

、

こ

れ

は

三

月

の

議

会

で

明

ら

か

に

な

っ

た

こ

と

で

は

ご

ざ

い

ま

す

が

、

納

入

証

明

書

が

同

一

で

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

で

す

。

だ

か

ら

そ

の

業

者

、

入

札

さ

れ

て

お

る

業

者

は

四

業

者

で

ご

ざ

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

の

四

業

者

に

限

っ

て

は

納

入

証

明

書

が

同

一

で

あ

っ

た

と

、

大

変

不

信

感

を

抱

く

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

そ

し

て

Ｓ

社

に

お

き

ま

し

て

は

、

日

本

被

服

工

業

株

式

会

社

よ

り

の

特

約

店

契

約

が

一

年

間

し

か

な

い

と

い

う

こ

と

で

す

、

普

通

会

社

か

ら

の

特

約

店

契

約

と

い

う

の

は

、

何

年

単

位

と

続

く

も

の

で

ご

ざ

い

ま

し

て

、

一

年

限

り

に

な

っ

て

お

る

、

そ

し

て

柔

道

畳

の

敷

込

み

に

お

き

ま

し

て

も

、

他

社

の

見

積

り

も

な

く

、

そ

し

て

金

額

設

定

も

大

変

あ

い

ま

い

で

あ

る

と

い

う

の

が

三

月

議

会

の

予

算

審

査

特

別

委

員

会

、

そ

し

て

ま

た

今

回

の

議

員

全

員

協

議

会

の

中

で

明

ら

か

に

な

っ

た

わ

け

で

ご

ざ

い

ま

す

。

そ

し

て

六

十

四

枚

の

畳

の

行

方

も

最

終

的

に

は

日

本

被

服

工

業

株

式

会

社

の

倉

庫

に

戻

さ

れ

た

と

い

う

こ

と

を

聞

か

せ

て

い

た

だ

い

て

お

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

そ

う

し

た

と

こ

ろ

、

今

こ

う

い

っ

た

二

重

払

い

、

二

重

計

上

に

な

っ

て

お

る

案

件

に

対

し

ま

し

て

も

市

民

か

ら

の

大

切

な

血

税

で

ご

ざ

い

ま

す

。

市

民

か

ら

の

税

金

は

き

ち

っ

と

使

わ

れ

な

く

て

は

な

ら

な

い

と

考

え

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

議

会

と

し

て

も

や

は

り

三

月

定

例

会

の

決

議

文

の

と

お

り

調

査

し

て

い

く

こ

と

が

大

事

で

ご

ざ

い

ま

す

。

幾

ら

監

査

中

で

ご

ざ

い

ま

し

て

も

、

議

会

は

議

会

と

し

て

き

ち

っ

と

調

査

を

進

め

て

い

く

こ

と

が

大

変

重

要

で

あ

る

と

考

え

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

最

後

に

、

正

義

が

栄

え

誠

実

が

報

わ

れ

る

よ

う

な

五

條

市

を

築

い

て

い

か

な

く

て

は

な

ら

な

い

と

考

え

ま

す

。

ど

う

か

議

員

各

位

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

本

件

に

つ

き

ま

し

て

は

御

賛

同

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

を

申

し

上

げ

ま

し

て

、

山

口

の

賛

成

討

論

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

以

上

で

討

論

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

こ

れ

よ

り

本

件

を

起

立

に

よ

り

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

特

別

委

員

会

の

設

置

及

び

地

方

自

治

法

第

九

十

八

条

第

一

項

の

権

限

を

特

別

委

員

会

に

付

託

す

る

こ

と

に

賛

成

の

方

の

起

立

を

求

め

ま

す

。
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〔

賛

成

者

起

立

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

起

立

少

数

で

あ

り

ま

す

。

 

よ

っ

て

本

案

は

否

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

次

に

日

程

第

一

、

同

第

一

号

か

ら

同

第

七

号

ま

で

の

七

議

案

を

一

括

し

て

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

事

務

局

長

に

件

名

を

朗

読

さ

せ

ま

す

。

 

○

事

務

局

長

（

井

筒

昭

則

）

同

第

一

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

。

 

同

第

二

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

。

 

同

第

三

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

。

 

同

第

四

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

。

 

同

第

五

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

。

 

同

第

六

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

。

 

同

第

七

号

 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

。

 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

提

案

理

由

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

太

田

市

長

。

 

〔

市

長

 

太

田

好

紀

登

壇

〕

 

○

市

長

（

太

田

好

紀

）

た

だ

い

ま

上

程

を

い

た

だ

き

ま

し

た

同

第

一

号

か

ら

第

七

号

ま

で

の

七

議

案

に

つ

き

ま

し

て

、

い

ず

れ

も

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

の

委

嘱

に

つ

い

て

で

あ

り

ま

す

の

で

、

一

括

し

て

提

案

理

由

の

説

明

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

五

條

市

政

治

倫

理

審

査

会

委

員

七

名

の

任

期

が

令

和

元

年

九

月

三

十

日

を

も

っ

て

満

了

す

る

た

め

、

そ

の

後

任

を

委

嘱

す

る

に

当

た

り

、

議

会

の

同

意

を

求

め

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

お

手

元

の

名

簿

を

御

覧

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

同

第

一

号

は

、

石

田

榮

仁

郎

氏

の

再

任

を

お

願

い

い

た

し

た

く

存

じ

ま

す

。
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同

氏

は

近

畿

大

学

名

誉

教

授

で

、

現

在

弁

護

士

を

さ

れ

て

お

り

、

本

市

の

情

報

公

開

審

査

会

及

び

個

人

情

報

保

護

審

議

会

の

会

長

を

務

め

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

 
次

に

、

同

第

二

号

は

、

河

田

智

樹

氏

の

再

任

を

お

願

い

い

た

し

た

く

存

じ

ま

す

。

 

同

氏

は

立

命

館

大

学

講

師

で

、

弁

護

士

を

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

 

以

上

の

お

二

人

は

、

政

治

倫

理

の

審

査

に

関

し

て

専

門

的

知

識

を

有

し

て

お

ら

れ

ま

す

。

 

次

に

、

同

第

三

号

は

、

辻

 

信

彦

氏

の

再

任

を

お

願

い

い

た

し

た

く

存

じ

ま

す

。

 
 

同

氏

は

本

市

の

元

職

員

で

あ

り

、

地

方

自

治

、

行

政

事

務

に

精

通

し

て

お

り

ま

す

。

 

次

に

、

同

第

四

号

は

、

間

林

耕

司

氏

の

再

任

を

お

願

い

い

た

し

た

く

存

じ

ま

す

。

 

同

氏

は

司

法

書

士

で

、

本

市

の

公

平

委

員

会

委

員

及

び

固

定

資

産

評

価

審

査

委

員

会

委

員

を

務

め

て

い

た

だ

い

て

お

り

、

行

政

事

務

に

も

精

通

し

て

お

り

ま

す

。

 

次

に

、

同

第

五

号

は

、

岡

 

伸

子

氏

の

再

任

を

お

願

い

い

た

し

た

く

存

じ

ま

す

。

 

同

氏

は

自

営

で

農

業

を

さ

れ

て

お

り

、

広

い

見

識

を

持

ち

、

女

性

の

視

点

か

ら

御

活

躍

い

た

だ

け

る

方

で

あ

り

ま

す

。

 

次

に

、

同

第

六

号

は

、

福

谷

寿

加

代

氏

の

再

任

を

お

願

い

い

た

し

た

く

存

じ

ま

す

。

 

同

氏

は

五

條

市

社

会

教

育

委

員

と

し

て

広

い

見

識

を

持

ち

、

女

性

の

視

点

か

ら

御

活

躍

い

た

だ

け

る

方

で

あ

り

ま

す

。

 

次

に

、

同

第

七

号

は

、

平

山



男

氏

の

再

任

を

お

願

い

い

た

し

た

く

存

じ

ま

す

。

 

同

氏

は

元

会

社

役

員

で

、

広

い

見

識

を

有

し

て

お

ら

れ

ま

す

。
 

以

上

、

五

人

は

本

市

の

選

挙

権

を

有

し

て

お

ら

れ

る

方

々

で

あ

り

ま

す

。

 

今

回

、

選

任

同

意

を

お

願

い

い

た

し

ま

し

た

七

人

の

方

々

は

、

人

格

、

見

識

共

に

高

く

、

広

く

社

会

の

実

情

に

通

じ

公

平

、

公

正

な

判

断

を

必

要

と

す

る

政

治

倫

理

審

査

会

の

委

員

と

し

て

適

任

で

あ

る

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

な

お

、

任

期

は

令

和

元

年

十

月

一

日

か

ら

令

和

三

年

九

月

三

十

日

ま

で

の

二

年

間

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

議

員

各

位

に

は

御

理

解

を

い

た

だ

き

ま

し

て

、

御

賛

同

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

、

提

案

理

由

の

説

明

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

提

案

理

由

の

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 

こ

れ

よ

り

質

疑

に

入

り

ま

す

。

─

─

。

 

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。
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お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

案

に

つ

き

ま

し

て

は

討

論

並

び

に

委

員

会

付

託

を

省

略

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

討

論

並

び

に

委

員

会

付

託

を

省

略

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

こ

れ

よ

り

本

七

議

案

を

一

括

し

て

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

七

議

案

は

原

案

の

と

お

り

同

意

す

る

こ

と

に

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

七

議

案

は

原

案

の

と

お

り

同

意

さ

れ

ま

し

た

。

 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

次

に

日

程

第

二

、

同

第

八

号

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

事

務

局

長

に

件

名

を

朗

読

さ

せ

ま

す

。

 

○

事

務

局

長

（

井

筒

昭

則

）

同

第

八

号

 

五

條

市

教

育

委

員

会

委

員

の

任

命

に

つ

い

て

。

 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

提

案

理

由

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

太

田

市

長

。

 

〔

市

長

 

太

田

好

紀

登

壇

〕

 

○

市

長

（

太

田

好

紀

）

た

だ

い

ま

上

程

を

い

た

だ

き

ま

し

た

同

第

八

号

、

五

條

市

教

育

委

員

会

委

員

の

任

命

に

つ

い

て

、

提

案

理

由

の

説

明

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

五

條

市

教

育

委

員

会

委

員

の

う

ち

井

本

誓

晃

委

員

の

任

期

が

、

令

和

元

年

九

月

二

十

九

日

を

も

っ

て

満

了

と

な

る

た

め

、

そ

の

後

任

を

任

命

す

る

に

当

た

り

、

議

会

の

同

意

を

求

め

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

井

本

氏

は

、

皆

様

も

御

存

じ

の

と

お

り

、

現

在

、

教

育

委

員

会

委

員

と

し

て

五

條

市

教

育

の

発

展

の

た

め

、

御

尽

力

を

い

た

だ

い

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

 

 

人

格

は

高

潔

で

、

人

望

も

厚

く

、

教

育

、

学

術

及

び

文

化

に

関

し

深

い

見

識

が

あ

り

、

教

育

委

員

と

し

て

適

任

者

で

あ

り

ま

す

。

 

 

議

員

各

位

に

は

御

理

解

を

い

た

だ

き

ま

し

て

、

御

賛

同

を

賜

り

ま

す

よ

う

に

お

願

い

申

し

上

げ

、

提

案

理

由

の

説

明

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

提

案

理

由

の

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 
 

こ

れ

よ

り

質

疑

に

入

り

ま

す

。

─

─

。
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質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。

 
お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

案

に

つ

き

ま

し

て

は

討

論

並

び

に

委

員

会

付

託

を

省

略

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

討

論

並

び

に

委

員

会

付

託

を

省

略

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

こ

れ

よ

り

本

案

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

案

は

原

案

の

と

お

り

同

意

す

る

こ

と

に

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

原

案

の

と

お

り

同

意

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

こ

の

際

、

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

 

各

常

任

委

員

会

委

員

長

及

び

議

会

運

営

委

員

会

委

員

長

か

ら

、

会

議

規

則

第

百

五

条

の

規

定

に

よ

り

、

お

手

元

に

配

布

い

た

し

て

お

り

ま

す

閉

会

中

継

続

調

査

申

出

一

覧

表

の

と

お

り

、

閉

会

中

の

継

続

調

査

申

出

書

が

提

出

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

 

各

委

員

会

委

員

長

か

ら

申

出

の

と

お

り

、

閉

会

中

の

継

続

調

査

と

す

る

こ

と

に

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

申

出

の

と

お

り

、

閉

会

中

の

継

続

調

査

と

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

以

上

で

、

本

日

の

日

程

は

全

部

終

了

い

た

し

ま

し

た

。

 

閉

会

に

当

た

り

、

一

言

御

挨

拶

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

議

員

各

位

に

は

、

令

和

元

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

を

始

め

、

重

要

案

件

の

審

議

に

終

始

御

熱

心

に

御

精

励

を

賜

り

、

ま

た

円

滑

な

る

運

営

に

御

尽

力

、

御

協

力

を

い

た

だ

き

、

厚

く

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

理

事

者

各

位

に

は

事

務

事

業

の

執

行

に

際

し

ま

し

て

、

本

会

議

並

び

に

常

任

委

員

会

に

お

け

る

議

員

各

位

の

御

意

見

、

御

提

言

を

十

分

に

尊

重

さ

れ

、

市

政

の

一

層

の

向

上

を

目

指

し

て

御

精

励

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

を

申

し

上

げ

ま

し

て

、

閉

会

の

挨

拶

と

い

た

し

ま

す

。
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あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 
市

長

か

ら

御

挨

拶

が

あ

り

ま

す

。

太

田

市

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

市

長

 

太

田

好

紀

登

壇

〕

 

○

市

長

（

太

田

好

紀

）

令

和

元

年

第

二

回

定

例

会

の

閉

会

に

当

た

り

、

一

言

御

挨

拶

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

議

員

各

位

に

は

公

私

と

も

何

か

と

御

多

様

の

中

、

本

定

例

会

に

お

き

ま

し

て

慎

重

審

議

を

賜

り

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

今

議

会

に

提

出

い

た

し

ま

し

た

議

案

に

つ

き

ま

し

て

は

、

可

決

、

同

意

を

得

ま

し

た

こ

と

に

心

か

ら

お

礼

を

申

し

上

げ

る

次

第

で

あ

り

ま

す

。

 

本

定

例

会

中

に

議

員

各

位

か

ら

い

た

だ

き

ま

し

た

御

意

見

、

御

提

言

を

踏

ま

え

な

が

ら

、

こ

れ

か

ら

の

市

政

運

営

を

進

め

て

ま

い

り

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

の

で

、

今

後

と

も

市

政

の

発

展

の

た

め

に

御

協

力

の

ほ

ど

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

こ

れ

か

ら

厳

し

い

暑

さ

を

迎

え

る

わ

け

で

あ

り

ま

す

が

、

議

員

各

位

に

お

か

れ

ま

し

て

は

ど

う

ぞ

健

康

に

は

十

分

御

留

意

を

い

た

だ

き

、

今

後

と

も

市

政

の

発

展

と

市

民

の

幸

せ

の

た

め

一

層

の

御

尽

力

を

賜

り

ま

す

こ

と

を

お

願

い

申

し

上

げ

、

閉

会

に

当

た

っ

て

の

お

礼

と

挨

拶

に

代

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

こ

れ

を

も

ち

ま

し

て

、

令

和

元

年

五

條

市

議

会

第

二

回

六

月

定

例

会

を

閉

会

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

午

後

七

時

十

七

分

閉

会

 
 

 
 

 
 

 
 

  

本

会

議

録

の

正

当

な

る

こ

と

を

証

明

す

る

た

め

に

こ

こ

に

署

名

す

る

。

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

議

 

会

 

議

 
長

 
 

平

 
 

岡

 
 

清

 
 

司

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

署

 

名

 

議

 

員

 
 

窪
 

 
 

 
 

佳

 
 

秀

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

署

 

名

 

議

 

員

 
 

岩

 
 

本

 
 

 
 

 

孝

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

署

 

名

 

議

 

員

 
 

福

 
 

塚
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